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論文
いわゆる「不明瞭な箇所」
ーマルクスの市場価値論について—
東井 正美
I 問題の所在
周知のように，『資本論』第3巻第2篇第 10章「競争による一般的利潤率の
均等化。市場価格と市場価値。超過利潤」 1)のなかでの市場価値の規定に関し
ては，「不明瞭な箇所」とか「曖昧な箇所」とか呼ばれる論争がある。誤解を
避けるために，この「箇所」の意味について，山本二三丸教授の言葉を借り
て，述べておこう。
「これらの箇所がそもそも問題としてとり上げられるにいたったのは，その内容が『不
明瞭』または『曖昧』であって簡単に捕捉されがたいという理由によるものではなく，む
しろ一般には，これらの箇所のうちに，マルクスがこれまで第1巻において展開してきた
価値理論にたいする一種の『訂正』が見出されるという事情に負うところが多かったので
ある。すなわち，マルクスはこれまで商品の価値はそれに含まれている『社会的必要労働
時間』，あるいは，それの生産に必要な「社会的必要労働時間』によって決定されるとな
していたのに，ここにいたって，価値決定要因を社会的需要にもとめる考え方に変わり，
商品の価値は，その商品生産量が社会にとって必要であるかどうかという意味での『社会
的必要労働時間』によって決定されるとなしている，というのである。」 2)。．
この問題の箇所を，山本二三丸教授のように， 「掲載の便宜上， 第3巻第2
篇第10章において叙述されている順序に」 s)によって引用すれば，下記の通り
である。
〔IJ「最悪の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産される諸商品が市場価値を規
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制するということは，ただ異常な組合せのもとにおいてのみ，行なわれることであって，
その市場価値もやはり諸市場価格の変動の中心をなす一ーといっても，諸市場価格は同種
商品にとっては同じである。」4)(ゴジック体は引用者）。
(II〕「これに反して，需要が大きくで最悪の諸条件のもとで生産される諸商品の価
値によって価格が規制されても需要が収縮しないほどであれば，これらの商品が市場価値
を規定する。このことが可能なのは，需要が普通の需要を越えるか，または，供給が普通
の供給以下に減少するかするばあいのみである。最後に，生産される諸商品の分量が，中
位の市場価値で販路を見出す程度以上に大きければ，最良の諸条件のもとで生産される諸
商品が，市場価値を規制する。」5)(ゴジック体は引用者）。
〔皿〕「需要が供給にくらべて弱ければ，有利に生産される部分が—その多少にかか
わらず—その価格をその個別的価値にまで収縮することによって，のさばってくる。市
場価値は，供給が需要を甚だしく超過するばあいを除けば，最良の諸条件のもとで生産さ
れる諸商品の個別的価値とは一致しえない。」6)(ゴジック体は引用者）。
〔IV〕「そして第一の偏俺は，商品量が過小なばあいには最悪の諸条件下で生産される
商品がつねに市場価値を調整し，商品量が過大ばなあいには最良の諸条件下で生産される
商品がつねに市場価値を調整するということであり，つまり相異なる諸条件のもとで生産
される諸分量間の単なる比率からすれば別の結果が生ずるはずにもかかわらず，両極端の
一方が市場価値を規定するということである。」7)(ゴジック体は引用者）。
上の引用箇所について，大島雄ー教授は次のようにいわれる。すなわち上の
「諸章句は，いずれも需要・供給が普通の状態にないばあいについてのことで
あり，そこでは市場価値が平均価値によってきまらないことをいっているわけ
である。」 s)このでだしは良い。そこで上の諸章句をいかに解するかが問題と
なる。これの解明を以下試みてみよう。
1) Karl Marx, Das Kapital, Bd. m, Institut fir M. -L. beim ZK der SED, 
Dietz Verlag Berlin, 1964, S. 182-209. 長谷部文雄訳『資本論』⑧， 『世界の大
思想』<20>(河出書房， 1964年12月）版， 150-71ページ。以下，長谷部訳本R
150. というふうに略記する。マルクス＝エンゲルス全集刊行委員会訳『資本論』④
（大月書店， 1967年6月） 218-250ページ。以下，委員会訳本④218. というふうに
略記する。向坂逸郎訳『資本論』第3巻第1部（岩波書店， 1967年10月） 213-245ペ
ージ。以下，向坂訳本，皿I1, 213. というふうに略記する。
2)山本二三丸『価値論研究』（青木書店， 1962年6月） 121ペー ジ。
3)上掲書， 122ー 24ペー ジ。
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4) a. a. 0., S. 188. 長谷部訳本⑧155. 委員会訳本④225. 向坂訳本， 皿/1,220. 委
員会訳本④では， Marktwertを「市場価格」と改訳しているが，無断で改訳される
とこまる。ただし；訳文はそのいずれでもない。
5) a. a. 0., S. 188. 長谷部訳本⑧155. 委員会訳本④225-26. 向坂訳本，皿/1,220 
-21. ただし，訳文は向坂訳本によるも字句一部修正。
6) a. a. 0., S. 194. 長谷部訳本⑧160. 委員会訳本④232. 向坂訳本， 皿/1,227-
28. ただし，訳文は長谷部訳本によるも一部修正。
7) a. a. 0., S. 195. 長谷部訳本⑧160-61. 委員会訳本④233-34. 向坂訳本，圃/1,
229. ただし，訳文は長谷部訳本によるも一部修正。
8)大島雄一『価格と資本の理論』（未来社， 1965年1月） 371ベージ。
I 市場価値規定の三つの場合
マルクスは言う，「商品と貨幣とは， いずれも交換価値と使用価値との統一
だとはいえ，すでに見たように（第1部第1章第3節），販売と購買においては，
この両規定が両極に対極的に分かれて， 商品（販売者）は使用価値を代表し，
貨幣（購買者）は交換価値を代表するようになっている。商品が使用価値をも
ち，したがってある社会的欲望を充たすということは，販売の一方の前提であ
った。他方の前提は，諸商品に含まれている労働分量が社会的に必要な労働を
代表し， したがって諸商品の個別的価値（および，この前提のもとでは同じものだ
が販売価格）が諸商品の社会的価値と一致するということであった。」 1)と。そ
して， マルクスは， 「このことを，市場にある一部面全体の生産物をなす商
品大量に適用して」， 次のように説明する。すなわち，「商品大量-さしあた. . . 
り一つの生産部門の商品大量ーの全体を一つの商品とみて，多数の同一諸商品． 
の価格の総額を一つの価格に合計されたものとみれば，事態がもっとも容易に
叙述される。そのばあいには，個々の商品について語られたことが，いまや文
字どおりに，市場にある一定生産部門の商品大量に当てはまる。商品の個別的
価値は社会的価値に一致するということが，いまや，総商品分量はその生産に
必要な社会的労働をふくむという，および，この商品大量の価値はその市場価
値に等しいというところまで，現実化されている，ーーあるいは一歩進んで規
定されている。」 2)。
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そこで，マルクスは，前述のことを説明するために，「三つの需給の組合せ」
をつくる。この組合せをつくるための，マルクスの仮定は，次の通りである。
すなわち，第 1の仮定は，各「組合せ」のいずれにおいても所与の全商品量は
同一不変ということであり， 第2の仮定は， 同一の市場にあるこの全商品量
は三つの諸条件一ー中位（平均）的諸条件，この両極には優位（最良）の諸条件と劣
位（最悪）の諸条件一—ーのもとで生産されているということであり，第 3 の仮定
は，この全商品の大量をなす商品量がどの諸条件のもとで生産されているかに
したがって，その全商品量に含まれる社会的労働時間，または前貸総資本にた
いする現実の剰余価値の比率が変わる，ということである。マルクスの「需給
の三つの組合せ」は，以下の通りである。
〔第1の需給の組み合わせ〕 (D=S)「これらの商品の大量がほぽ同一の標準的な社会
的諸条件のもとで生産されていて，この価値は同時に，この商品大量をなす個々の商品の
個別的価値だと仮定しよう。いまもし，比較的小さい一部分はこの条件以下，他の一部分
はこの条件以上で生産され，したがって，一方の部分の個別的価値は大部分の商品の中位
的価値よりも大きく，他方の部分のそれはより小さいが，しかもこの両極端が均衡し，し
だがって，両極端に属する諸商品の平均価値は中位的大量に属する諸商品の価値に等しい
と」 3)と想定しよう。
〔第Ilの需給の組み合わせ〕 (D>S)「これに反し，市場に出される問題の商品の総分
量は同一不変であるが，劣悪な諸条件のもとで生産される諸商品の価値が優良な諸条件の
もとで生産される諸商品の価値と均衡せず，したがって，劣悪な諸条件のもとで生産され
る商品部分が中位的分量にくらべても他方の極端にくらべても相対的に著しく大きいと仮
定しよう。」 4)。
〔第直の需給の組み合わせ〕 (D<S)「最後に，中位よりも優良な諸条件のもとで生産
される商品分量が，劣悪な諸条件のもとで生産される商品分量を著しく超過し，中位的事
情のもとで生産される商品分量にくらべても著しく大きいと仮定しよう。」 5)。
これらの「三つの需給の組合せ」の理解を助けるために，これを表示しよう。
そこで，市場にある全商品量を100単位と設定する。 この全商品量は， 優位
（最良）の諸条件，中位的（平均的）諸条件，劣位（最悪）の諸条件のもとで，生
産されていると仮定しよう。これらの諸条件のもとで生産される諸商品の個別
的価値の比較にさいしては，次のことを考慮する。① 資本の有機的構成には
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相違がないものと仮定し，すべての資本の構成は，百分比において， 20分の17
の不変資本と20分の 3の可変資本とから成っているとすれば，中位的諸条件の
もとでの資本の平均的構成は， &5c+15vという定式によって表わされる。R
一つの不変な剰余価値率は，いつでも， 100彩であると仮定する。⑧ 不変資
本がいつでも一様にこの資本の年間生産物に這入ると仮定し，諸条件のもとで
機能する諸資本は，それぞれの可変部分の大きさに比例して，一年間に同量の
剰余価値を実現するものと仮定する。④ 回転期間の相違が上の点で引き起す
ことがある相違を無視しておこう。⑥ 価値どおりの交換・販売という前提の
もとでは，一般的利潤率は，諸条件のもとで消費された個々の資本にたいして
も，全商品量の価値の生産に充用されている総資本にたいしても， 15彩となる。
諸条件のもとでそれぞれ生産される商品の個別的価値は，ー単位につき次の
通りと仮定しよう。中位（平均）の諸条件のもとでは，ー単位につき， 85c+15v
+15m=l15で，優位（最良）的諸条件のもとでは， 80¾, C +14¾v+14¾m 
=10叫で，劣位（最悪）の諸条件のもとでは 89¾C+ 15¾, V + ;5¾, m = 120¾, 
である。これらの一単位当りの商品の価値は，同時にこの商品に含まれる労働
時間を表示するものだと考えることにしよう。 ・
こうして三つの組合わせを表示すれば，以下の各表の通りとなるであろう。
表〔I〕第 1の需給の組合せ (D=S) (計算例）
（剰余価値率： 100彩）
諸条件 資本 醤 価値商品量価値総量平価均格 譴 値市総場価量 価偏の価俺値格かのら
優位（最良） 95 14¾109¾ 10 1092½ 115 115 1150 +57½ 
中位（平均） 100 15 1声 l④ 80 9200 115 115 9200 ゜劣位（最悪） 105 153/4 1203/4 10 1207½ 115 115 1150 -57% 
ムロ 計 300 45 345 100 11500@ 11500@ ゜平 均 100 15 HS@ 1 ［函,! ; ――＿藷iI直国 1皿 IcU ..: ⑥ 
（註）R・@,c, @, @,@は単なる符合
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表〔Il〕第2の需給の組合せ (D>S)
（剰余価値率： 100彩）
諸条件 資本塁魯 価値 塁品価働総量平均価格市場価値
市 価偏の価値俺格かのら
優位（最良） 95 14¼ 109¼ 10 1092½ 118%0 120¾ 1207½ +115 
中位（平均） 100 15 115 20 2300 118%0 120¾ 2415 +115 
劣位（最悪） 105 15¾I亘匝盈⑥ 70 8452½ 118%0 120¾ 8452½ ゜
ムロ 計 300 45 345 100 11845c 12075◎ +230 
平 均 100 15 115 1 ＇ :．-1．．-．-．8-．%-．-．-．-．o・ ．i ， i遥如 120¾① 120¾ ⑧ 
（ー註）c,①，R・ c, ◎は単なる符合
表〔皿〕第 3の需給の組合せ (D<S)
~j余価値率： 100彩）
資本塁魯
から
諸条件 価値憂品価鰤念量平均価格市場価値屈塁魯偏筒 0.)
優位（最良） 95 14¼ 匝函I@ 10 7647½ ・11喝 o 109¼ 7647½ ゜中位（平均） 100 15 115 20 2300. 11!1½〇 109¼ 2185 -115 
劣位（最悪） 105 15¾ 120¾ 10 12071, ら 1111½〇 109¼ 1092½ -115 
ムロ 計 300 45 345 100 11155R 10925R -230 
平 均 100 15 115 1· !ヽ•··11------1----喝--------®o. ! ・!, _-11_-_-_-_-_-喝_-_-①_-o -,・ !匹-幽① 109¼ 
（註） @, ①, ①，R, R, R, は単なる符合
そこで，マ）レクスの「三つの需給の組合せ」における「市場価格」と「市場“
価値」に関する説明を聞くことにしよう。
第 1段階での「市場価値」の規定について一ーマルクスの説明。
その説明の出発点ではすでに次のことが前提されている。その前提とは，需
給一致のもとでのみ，諸条件のもとで生産される諸商品がその価値どおりに販
売されているということがそれである。諸商品が「たがいに交換されあう価格
42 
いわゆる「不明瞭な箇所」 （東井） 715 
がその価値にほぼ照応するためには≫つぎのこと以外にはなにも必要でない。
(1), さまざまな商品の交換が，純粋に偶然的なものまたは臨時的にすぎぬもの
ではなくなること。 (2),直接的な商品交換を考察するかぎりでは，これらの商. . . . . . . . . . 
品がいずれも，ほぼ相互的欲望に照応する比率的分量で生産されること，ー一
これは販売の相互的経験によってもたらされ，したがって継続的交換そのもの
の結果として生ずることである。 (3), 販売について語るかぎりでは，自然的ま. . . . . . . 
たは人為的独占によって，契約当事者の一方が，価値以上に売ることができた
り価値以下に売りとばすことを余儀なくされたりしないこと。偶然的独占とい
うのは，購買者または販売者にとって，需要供給の偶然的状態から生ずる独占
のことである。」 6) (傍点は引用者）。 このことを念頭においておき，マルクス
の次の説明をみよう。
〔第1の需給の組合せ〕 (D=S)表〔I〕の場合には， 「市場価値は， 中位
的諸条件のもとで生産される諸商品の価値〔115⑥〕によって規定される。総商
品大量の価値〔11500@〕は，すべての個別的諸商品一—•中位的諸条件のもとで
生産された諸商品，ならびに，それ以下または以上の諸条件のもとで生産され
た諸商品—をいっしょにしたものの価値の現実的総額〔11500@=109¼x10+
115 X80+12084X 10〕に等しい。このばあいには，商品大量の市場価値または社
会的価値〔11500@〕一，商品大量中に必然的に含まれる労働時間—は，中
位的大量の価値〔115④〕によって規定されている。」 7)(〔 〕内は引用者）。
〔第2の需給の組合せ〕 (D>S)表〔I〕の場合には「劣悪な諸条件のもと
で生産される商品大量〔の個別的価値120¾®〕が，市場価値または社会的価値を
規制する。」s) (〔〕内は引用者）。
〔第3の需給の組合せ〕表〔Il〕の場合には， 「最良の諸条件のもとで生産
される部分〔109¼@) が，市場価値を調整する。ここでは市場の尻蘊つを度外
視するが，市場充溢のばあいには，つねに，最良の諸条件のもとで生産される
部分が，市場価格を規制する。だが，ここでわれわれが問題とするのは，市場
価格ー一廿5場価値と異なるかぎりでの一~ではなく，市場価値〔＝平均価格〕
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そのもの種々な規定である。」 9) (〔 〕内は引用者）。
表〔皿〕の場合の後半での叙述について。諸商品がほぽ価値どおりに交換さ
れるためには，先に見ておいたように，「需要供給の偶然状態から生ずる独占」. . .
や「自然的または人為的独占」， たとえば市場充溢の場合に，つねに，最良の．． 
諸条件のもとで生産される商品部分が市場価格を独占的に規制するということ
は，無視される。ここでは，一種の独占的「価格」を問題にするのではなく，
市場価値＝平均価格の諸規定を問題にするのだ。これがその後半での叙述の意
味することである。
以上の，第1段階での説明の要点。一一需給一致の第1の組合せの場合にの
み，諸商品が価値どおりに交換され販売されているというのである。市場価値
の規定に関しては，こうである。第1の需給の組合せでは，中位的諸条件のも
とで生産されるこれら大量の商品量の個別的価値が市場価値を規定する。第2
の需給の組合せでは劣位の諸条件のもとで生産されるこれら大量の商品の個別
的価値が市場価値を規制する。第3の需給の組合せでは優位の諸条件のもとで
生産されるこれら大量の商品の個別的価値が市場価値を規制する。
次に，マルクスは，「じつは， まった＜厳密にいえば（もちろん現実には，た
だ近似的にさまざまに修正されたものとして現われるのだが）」 10) とわざわざ断って
おいてから，第二段階での説明に這入る。その前置きでの「もちろん現実に
は，云々」というくだりの意味するものはなにか。これをおろそかにしてはい
けない。「もちろん現実に，云々」というただし書きに含蓄されていることは，
次のことである，「いろいろな生産部面の諸商品が互いに価値どおりに売られ. . . •.  .. . . 
るという仮定が意味していることは，言うまでもなく，ただ，諸商品の価値が. . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . .
重心となって諸商品の諸価格はこの重心をめぐって運動し諸価格の不断の騰落
はこの重心に平均化されるということだけである。」 11) (傍点は引用者）。この
ことさえわかれば，「厳密に言えば」からはじまる叙述の意図は，各「組合せ」
において諸商品のいろいろな個別的価値から成立した同一の市場価値が，じっ
さいに，価値どおりに売られているのかどうか，ということを検証することに
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ある， ということにきづくであろう。 じじつ，マルクスは重心と「変動の中
心点」 (Schwankungszentrum)を定めて，どれだけその重心からその市場価
値＝市場価格が偏荷しているかどうかを検証しようとする。論より証拠，マル
クスの説明を聞こう。
第2段階での諸市場価格の変動の重心の規定について一ーマルクスの説明。
〔第1の需給の組合せ〕 (D=S)表〔I〕の場合には， 「中位的価値〔115
R〕によって規制される全商品分量の市場価値〔11500@)は個別的価値の総額
〔11500④=115X80+109¼Xl0+120¾X10〕に等しい。ただし，両極端で生産され
る諸商品にとっては，この〔市場~ 価値〔115⑥〕は， それらに押しつ
けられた平均価値〔115c〕として現われる。そのばあい，最悪の極端で生産す
る人々は彼らの諸商品を個別的価値以下に売らねばならず，最良の極端で生産
する人々はそれ以上に売る。」 12) (〔〕内は引用者）。
〔第2の需給の組合せ〕 (D>S)表〔I〕の場合には， 「両極端で生産され
る個々の価値分量が平均されないで，劣悪な諸条件のもとで生産されたものが. . . .. . 
決定を与える。厳密にいえば，各個の商品， または総商品大量〔11845) の各. . . 
可除部分の平均価格〔11吟伽〕すなわち市場価値〔118%0〕は，いまや，商品大
量の総価値―これは，相異なる諸条件のもとで生産される諸商品の価値の合
計〔11845©=109¼Xl0+115X20+120¾,X70〕によって得られる-によって，
そしてこの総価値から個々の商品に帰属する可除部分〔118%0=11845+100〕
によって，規定されるであろう。かようにして受けとられる市場価値〔118%0〕
は， 有利な極端に属する諸商品ばかりでなく中位層に属する諸商品さえもの
個別的価値〔115〕よりも高いであろう。だがそれは，なおつねに，不利な極
端で生産される諸商品の個別的価値よりも低いであろう。どの程度まで市場価
値〔118%0〕がこの後者〔120¾) に近づくか， またはついに一致するかは，
まった＜，不利な極端で生産される商品分量が問題の商品界で占める範囲に依
存する。需要がわずかでも超過すれば，不利な極端で生産される諸商品の個別
的価値〔120¾®〕が市場価格を規制する。」 13) (傍点も〔〕内も引用者）。
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〔第3の需給の組合せ〕 (D<S)表〔皿〕の場合には「第3のばあいのよう
に，有利な極端で生産される商品分量が，他方の極端のものにくらべてばかり
でなく中位的諸条件のものにくらべても多量ならば，市場価値 (il11½o①〕は
中位的価値〔115〕以下に低下する。両極端と中位との価値総額の加算によって
計算される平均価値〔11!1½o®J は， このばあいに中位の価値〔115〕以下であ
って，有利な極端〔の商品一一訳者補〕が占める相対量に応じて中位の価値〔115〕
に近づいたり遠ざかったりする。需要が供給にくらべて弱ければ，有利に生産
される部分が一その多少にかからずーーその価格ー〔1111½o①〕を個別的価値
〔109¼®〕にまで収縮することによって，のさばってくる。市場価値〔lll1½o①〕
は，供給が需要を甚だしく超過するばあいを除けば，最良の諸条件のもとで生
産される商品の個別的価値〔109¼®〕とは一致しえない。」 14) ((〕内は引用者）。
このように，各「組合せ」におけるそれぞれの諸市場価格の変動の重心が定め
られ，その重心から偏俺が計られている。そしてその重心は，市場にある問題
の全商品量の「平均的価値」が市場であらわした姿， すなわち「平均価格」
(Durchschnittspreis)なのである。ここで，「第一段階」での市場価値ーー諸商
品の種々の個別的価値から成立した同一の市場価値—が，価値どおりに販売
されているかどうかを検討してみよう。
表〔I〕の場合には，問題の市場にある全商品量の個別的市場価値115⑤は，
この全商品量の平均価値 115cから偏俺していない。表〔I〕の場合には，こ
の全商品量の個別的市場価値 120¾⑧は，その全商品量の平均価値 118%0から
偏侮してる。表〔皿〕の場合にもその全商品量の個別的市場価値 109¼①は，
その全商品量の平均価値 1111½o から偏侮している。次に，•この市場にある問
題の全商品量 100単位を一つの商品と考えれば，表〔I〕の場合にはこの商品
の市場価値 11500@は，その商品の価値 11500@から偏俺していない。表〔I〕
の場合にはその商品の市場価値 12075◎は，その商品の価値 11845cから偏僑し
ている。表〔皿〕の場合にもその商品の市場価値 10925Rは， その商品の価値
.11155R から偏侮している。したがってまた，表〔I〕の場合にはその市場価値
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で表現されている社会的に必要な労働時間 11500Rは，その商品の生産に必要
な社会的労働時間 11500@に等しい。表〔Il〕の場合にはその商品の市場価値
で表現されている社会的必要労働時間 12075◎ は，その商品に要費された労働
時間 11845cと比べてそれよりも多い。表〔皿〕の場合には，その商品の市場
価値で表現されている社会的必要労働時間 10925Rは，その商品に要費されて
いる労備時間 11155@に比べてそれよりも少ない。最後に，表〔I〕の場合に
は，各個の商品の，または全商品量の各可除部分の，平均価格＝市場価値 115
は，全商品量の総価値から個々の商品量に割り当たる可除部分，すなわち平均
価値 115cに等しい。したがって，市場価格＝市場価値は平均価格＝市場価値
に等しい。これに反して，表〔Il〕と表〔皿〕の場合には，市場価格＝市場価
値は，平均価格＝市場価値から偏俺している。
以上で，市場価値の平均価格＝市場価値からの偏侮を考察し終えたのであ
る。ここで次の問題へ進むことにしよう。
1) 2) , a.a. 0., S. 191-92. 長谷部訳本⑧158. 委員会訳本④229-30. 向坂訳本，
fil/1, 224-225. ただし，訳文は長谷部訳本によるも一部修正。傍点は原典ではイタ
リックで引用者が付す。
3) 4) 5) a. a. 0., S. 192. 長谷部訳本③ 158-59. 委員会訳本⑧ 230-31. 向坂
訳本， fil/1,225-26. ただし，訳文は長谷部訳本によるも一部修正。
6) a. a. 0., S. 187. 長谷部訳本⑧ 154-55. 委員会訳本④ 224. 向坂訳本， fil/1, 
219. ただし，訳文は長谷部訳本による。
7) 8) 9) a. a. 0., S. 192-93. 長谷部訳本③158-59. 委員会訳本④230-31. 向
坂訳本， fil/1,225-26. ただし，訳文は長谷部訳本によるも一部修正。
10) a. a. 0., S. 193. 長谷部訳本③ 159. 委員会訳本④ 231. 向坂訳本， II/1, 226 
-27. ただし，訳文はそれらのいずれにもよらない。
11) a. a. 0., S. 187. 長谷部訳本③ 155. 委員会訳本④ 224-25. 向坂訳本， fil/1, 
219. ただし，訳文は委員会訳本によるも一部修正。
12) 13) 14) a. a. 0., S. 193-94. 長谷部訳本⑧159-60. 委員会訳本④231-32. 向坂
訳本， II/1,226-28. ただし，訳文は長谷部訳本によるも一部修正。
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皿「市場価格」＝「市場価値」と「平均価格」
—需要供給との関連において
「市場価値」
マルクスは言う， 「市場価値にかんしてこれまでに与えられた諸規定での想
定は，生産される諸商品の分量は同一不変で与えられたものだということ，相
異なる諸条件のもとで生産されるこの商品分量の成分間の比率だけが変動する
ということ， および， 〔需給の一致と不一致ということ一引用者〕， それゆ
えにこの同じ商品分量の市場価値がさまざまに規制されるということである。
この分量が普通の供給量だと仮定して，生産された諸商品の一部分がしばらく
市場から引上げられうる，という可能性は度外視する。さて，この分量にたい
する需要も普通の需要ならば，商品はその市場価値〔＝平均価格ー一引用者〕
で一ーこの市場価値〔＝平均価格ー引用者〕が前述の三つの’いずれの場合に
よって規定されたものであろうとも一一販売される。この商品分量はある欲望
を充たすばかりではなく，これを社会的規模で充たす。これに反し，この分量
が需要よりも小さいか大きいばあいには，市場価値からの市場価格の諸偏荷が
生ずる。そして第 1の偏侮は，商品量が過小なばあいには最悪の諸条件下で生
産される商品がつねに市場価値を調整し，商品量が過大なばあいには最良の諸
条件下で生産される商品がつねに市場価値を調整するということであり，つま
り，相異なる諸条件のもとで生産される諸分量間の単なる比率からすれば別の
結果が生ずるはずにもかかわらず，両極端の一方が市場価値を規定するという
ことである。需要と生産物量とのあいだの差がいっそう大きければ，市場価格
も市場価値〔＝平均価格ー引用者〕から上下にいっそう大きく偏俺するであろ
う」 1) (ゴジック体も引用者）。
以上のマルクスの叙述は，「これに反し」という旬切りでもって， 前半と後
半とにくっきりとわかれている。前半での叙述は，前節で見ておいた第二段階
での「市場価値」の叙述に対応し，後半の叙述は第一段階での叙述に対応して
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いるのである。このような叙述があべこべになっていることに留意しておき，
マルクスの叙述を理解することにしよう。
先ず，その前半での叙述から考ることからはじめよう。
その前半の叙述で第 1に注目してしかるぺきことは， 「普通の供給量」 (das 
gewohnliche Quantum der Zufuhr)にたいして「普通の需要」 (diegewohnliche 
Nachfrage)が対応（＝均衡）しているということである。第2に注目すべきこ
と，需給一致の場合においてのみ諸商品が平均価格＝市場価値で販売されてい
るというのである。
いま，両者をかみあわせてみれば，「普通の供給量」に「普通の需要」が対
応（＝均衡）しているときには商品がその「平均価格」＝「市場価値」で売ら
れるというのである。これは，次のようになる。
〔定式〕 (a)「普通の供給量」＝「普通の需要」…「市場価格」 （＝市場価値）
＝「平均価格」 （＝市場価値）
これに，マルクスは焦点を合わせ，これを出発点とする。これについて，マ
ルクスは次のように言う。すなわち，「一定の財貨を生産するために費やされ
る社会的労働の範囲が，充たさるべき社会的欲望の範囲に照応するならば，し
たがって，生産される商品分量が，不変的需要のもとでの再生産の普通の基準
に照応するならば，商品は市場価値どおりに販売される。価値どおりでの諸商
品の交換または販売は，合理的なものであり，諸商品の均衡の自然法則であ
る。これから出発して偏俺を説明すべきであって，その逆に，偏荷から出発し
て法則そのものを説明すべきではない叫2)。
そこで，「三つの需給の組合せ」において「普通の供給量」と「普通の需要」
を考えてみよう。市場にある問題の全商品量100単位を「一つの商品」と考え
れば，表〔I〕の場合にはこの商品に要費された社会的労働の量 11500@が
「普通の供給量」で，これに対応するところの，支払能力ある社会的欲望の量
が「普通の需要」で，表〔I〕の場合にはこの商品に要費された社会的労働の
量 11845cが「普通の供給量」で，これに対応するところの，支払能力のある
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社会的欲望の量が「普通の需要」で，表〔Il〕の場合にはこの商品に要費した
社会的労働の総量 11155Rが「普通の供給量」で，これに対応するところの支
払能力ある社会的欲望の量が「普通の需要」である。
このように「普通の供給量」に「普通の需要」が対応しているなれば，「商
品が，平均価格＝市場価値で一ーすなわちその商品に含まれた社会的必要労働
に比例して一ー販売されるわけである。これを略記すれば，次の通りである。
定式(b)「その商品に含まれた社会的必要労働」＝「普通の供給抵」＜……対応（均衡）…
…＞「この商品にたいする社会的欲望すなわち支払能力ある社会的欲望の最」＝「普通の需
要」＿市場価格＝市場価値の，市場価値（＝平均価格）からの偏俺はない。
定式(c)「普通の供給量」＜需要……「市場価格」（市場価値）＞「市場価値」（＝平均価格）
→「市場価格」＝市場価値の，「市場価値」＝「平均価格」からの偏俺が起る。
定式(d)「普通の供給墓」＞需要……「市場価格」（市場価値）＞「市場価値」（＝平均価格）
→「市場価格」＝「市場価値」の，「市場価値」＝「平均価格」からの偏俺が起る。
定式(e)
「普通の供給抵」＞供給・・・・・・平均価格＝市場価値＞市場価格＝市場価値
「普通の需要量」＜需要…•••平均価格＝市場価値＜市場価格＝市場価値
さて，先の引用文の後半でのマルクスの叙述を敷術的に説明しよう。
「これに反し」，「普通の供給量」が，「需要より小さいか大きいばあいには，
市場価値からの市場価格の諸偏椅が生ずる」。ここにいう需要とは，「普通の需
要」ではない。マルクスは言う，「需要のがわに一定の社会的欲望の特定量があ
って，この欲望を充足するために市場におけるある財貨の一定分量が必要だ，
というふうに見える。だが，この欲望の量的規定性は，まった＜弾力的であり
動揺的である。欲望の固定性は仮象である。」「商品にたいする市場で代表され. . . . . . 
た欲望・需要・が，現実の社会的欲望と量的に異なる限界は，もちろん，商品
が異なれば甚だしく異なる。というのは，要求された商品分量と，商品の貨幣
価格が変動するか睛買者の貨幣＝または生活事情が変動すれば要求されるべき
商品分量との〔有効需要と潜在需要との一訳者補〕，差額のことである。」3)。
したがって，需要は，「普通の需要」よりも大きもなれば小さくなるであろ
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う。「普通の供給量」がこの需要よりも小さいばあいには，市場価値（＝平均価
格）からの市場価格の偏侮が生ずるわけである。 たとえば，表〔Il〕の場合に
は，市場にある問題の 100単位の全商品量を一つの商品と考えれば，この商品
の普通の供給量が 11845c労働時間で，需要がこれよりも大きくて 12075の値
であると考えよ。そうすれば，劣位の条件のもとで生産されたこれら大量の商
品の個別的価値が市場価値（＝市場価格）を規制することになるであろう。だか
ら，市場価格＝市場価値は，平均価格＝市場価値から偏俺が起こるというわけ
である。この場合に社会的欲望量に比べて，社会的労働時間が不足しているの
である。表〔皿〕の場合にはこの逆の説明となるわけである。
1) a. a. 0., S. 194-95. 長谷部訳本③160-61. 委員会訳本④233-34. 向坂訳本，
Il/1, 228-229. ただし，訳文は長谷部訳本によるもの一部修正。
2) a. a. 0., S. 197. 長谷部訳本⑧162. 委員会訳本④236. 向坂訳本， il/1,231. 
ただし，訳本は長谷部訳本によるも一部修正。
3) a. a. 0., S. 198-99. 長谷部訳本⑧163. 委員会訳本④237-38. 向坂訳本，皿/1,
232-33. ただし，訳文は長谷部訳本によるも，傍点は原典ではイタリックで引用者
が付す。
IV いわゆる「不明瞭な箇所」
いわゆる「不明瞭な箇所」は，明瞭な箇所である，ということを論証して，
一応の一飽までも一応の一結語にかえよう。
マルクスは言う，「相異なる諸商品の諸価格が，最初まずいかにして相互に確
定または規制されるにせよ，価値法則は，諸商品の諸価格の運動を支配する。
他の事情が不変であるかぎり，諸商品の生産に必要な労働時間が減少すれば，
諸価格は下がり，この労働時間が増加すれ，諸価格は上がる。」したがって，
価値法則が諸価格と諸価格の運動とを支配することには変わりがないとして
も，諸商品の価値を，単に理論的にのみでなく，歴史的にも生産価格の先行者
と見ることは，適当である。 「競争が，さしあたりまず一つの部面で，成就す
ることは，諸商品の個々の個別的価値から，同一の市場価値と同一の市場価格
51 
724 闊西大學『紐滴論集』第17巻第5号
とを成立させることである。しかし，相異なる諸部面における諸資本の競争
が，初めて，相異なる諸部面の諸利潤率を均等化する生産価格を成立させる。
後のことのためには，前のことのためよりも，資本主義的生産様式のより高い
発展が必要である。」 1)(傍点は引用者）。
ここに言われている，「市場価値」とはなにか。「市場価格」とはなにか。ま
ず，これについて明らかにしておこう。
マルクスは，すでに見ておいたように次のように言う。
「商品と貨幣とは，いずれも交換価値と使用価値との統一だとはいえ，すでに見たよう
に（第1部第1章第3節），販売と購買においては，この両規定が両極に対極的に分かれ
て，商品（販売者）は使用価値を代表し，貨幣（購買者）は交換価値を代表するようにな
っている。商品が使用価値をもち，したがってある社会的欲望を充たすということは，販
売の一方の前提であった。他方の前提は，諸商品に含まれている労働分量が社会的に必要
な労働を代表し，したがって諸商品の個別的価値（および，この前提のもとでは同じもの
だが販売価格）が諸商品の社会的価値と一致するということであった。」2)。
先に見た通り，このことを，市場にある全商品量100単位を，一つの生産部
門で生産されるそれと考えて，さらにこの全商品量を「一つの商品」と考え
る。多数の商品の「価値価格」 (Wertpreisen)3)の総額を，一つの価格に合計
されたものと考えれば，商品の個別的価値は，その商品の「社会的価値」に一． 
致するということが，今までは，その「一つの商品」の生産に必要な社会的労． 
働を含んでいるということに，そしてこの「一つの商品」の価値はその市場価
値に等しいということに規定されている。こんどは，この「一つの商品」を構
成する一単位当りの商品の「価値」が，市場においては貨幣で評価されて一般
に「価格」という姿態をとる。この限りでは，この「価格」は飽くまで商品の
個別的価値にかかわる概念である。そしてこの商品の個別的価値は，その商品
に要費された費用価格・プラス・剰余価値なのである。
したがって，この個別的価値は，個々の生産者にとって必要な労働時間によ
って規定されているのである。この商品量が，三つの諸条件，すなわち最良の
条件，中位の条件，最悪な条件のもとで生産されていると仮定せよ。その個別
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的価値は，その生産諸条件の相違に応じて，相異するであろう。というのは，
「不等量の生きた労働を運動させる諸資本が，不等量の剰余価値を生産する」4)
からである。もちろん， このことは， 「労働の搾取度または剰余価値率が同じ．
であるということを，または，そこに存在する諸差異が現実上または想像上
（慣習上）の相殺理由によって，均等化されたものと見なされるということを，
少なくともある程度までは前提する。このことは労働者間の競争を前提し，ま
た，一生産部面から他の生産部面への労働者の不断の移動による均等化を前提
する。」5)のである。以上の関係を略記しよう。
商品の価値どおりの交換・販売を前提とすれば，次のようになる。諸商品の個別的価値
ー（市場）一→「価格」一→商品の「社会的価値」＿「市場価値」ー→「平均価格」＝「平
均市場価格」＝「平均販売価格」＝「一般的生産価格」ー→•個別的市場価格
、 他方で，市場にある問題の商品の「社会的価値」という他の側面を考えよ
う。この「社会的価値」は，いまでは，個別的必要労働時間によってではなく，
社会的必要労働時間によって規定されている。この社会的価値が，価値どお
りに交換され，販売されたさいの，これの価格化された価値を，総市場価値と
考える。この総市場価値から個々の商品に割当てられる各可除部分は一単位当
りの「市場価値」である。そしてこれは，言うまでもなく，＇「平均価格」 (Dur-
chchsnittspreis)のことなのである。この「平均価格」については，『剰余価値
学説史』 （『資本論』第4巻第2部）での，マルクスの説明で明らかとなる。. . .. . . .
「諸商品の価値はすぺて修正されて (modifiziert)平均価格とならなければならない。.. 
そうでなければ，（一般的な）利潤率が存在（しうる）ためには，諸商品の価値は，この
ような修正 (Modifikation)の絶え間のない流れのうちにあるに相違ない。この一般的利. . . . . . .. . . .. 
潤率においては，それぞれの生産部面において剰余価値の前貸しされた資本にたいする比... 
率によって形成された個々の利潤率が，均等化されるのである。」 8)(傍点は原典ではイ
タリック）。
マルクスは，「平均価格」について，『資本論』第3巻第6篇第37章「緒論」
でも，次のようにいう。
「この分割が均衡を得たものであれば，種々の群の生産物は，その価値で（さらに進ん
邸
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で展開されるばあいには，その生産価格で）売られるか，あるいはまた，この価値または.... 
生産価格の，一般的諸法則によって規定された諸変形である価格〔＝平均価格ー一号l用
者〕で，売られる。それは実際，個々の商品または物品にかんしてではなく，分業によっ
て独立化された特殊の社会的諸生産部面の，その都度の総生産物にかんして，自合を食薇
ナ蘊砿ら韮iJなのである。すなわち，単に各個の商品について，ただ必要労働時間のみ
が使用されているのみではなく，社会的総労働時間のうちから，ただ必要比例量のみが，
種々の群において使用されている， というようになるべきものとする法則である。」 7)。
そして，この「平均価格」は，ここでの飢提（すなわち，価値どおりの交換・販
売というそれ）のもとでは，相異なる商品の個別的価値の加算によって出てくる
商品量の総価値から個々の商品に割り当てられる可除部分，すなわち「平均価
値」 (Durchschnittswert)の貨幣的表現であり，それに等しい。 したがって，
この「平均価格」＝「市場価値」は，先に見ておいたように，諸条件のもとで生，
産される諸商品の価値の加算によって出てくる商品量の総価値—その商品の
生産のために必要な社会的労働時間ーーからの個々の商品に割り当てられる可
除部分，すなわち平均価値—すなわち市場にある問題の商品一単位当りの，
社会的平均的必要労働時間—によって規定されている。
この商品の平均価格ほ，それが販売ざれると「平均販売価格」 (derdurch-
schnittliche Verkaufspreis)といわれる。市場価値にかわって「生産価格」が
現われてくると，一般的生産価格（すなわち，その商品の一般的費用価格・プラス・
平均利潤）は，ここでの前提のもとでは，「平均販売価格」に等しい。この生産
価格，すなわち，平均価値は，「実際に市場生産価格であり，とら藷鋲動ふる．．．．．．．．．．．．．．．． 
区別された平均的市場価格である。諸商品の価値の性質が表示されるのは，す. . . .. 
・なわち，商品の価値が，一定の商品量または個々の生産のために，個別に一定
の個々の生産者にとって必要な労働時間によってではなく，社会的に必要な労. . . . . . . 
働時間によって，市場に存在する商品種の社会的に必要とされる総量を，社会
的諸生産条件の与えられた平均のもとで生産するために，必要とされる労働時
間によって，規定されていることが，表示されるのは，一般に，市場価格の態
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容においてであり，さらには調節的市場価格，または市場生産価格の態容にお
いてである。」 8)(傍点は引用者）。
したがって，市場価値は，諸商品の価値どおりの交換・販売という前提のも
とでは，社会的総資本によって生産された剰余価値の全体．のうちから等しい大
いさの分け前を等量の個別資本に割り当てる役割を演ずる。または，市場価値
は剰余価値を利潤に転化する機能をもつ。
競争によって，諸商品の種々の個別的価値から成立させられる「同一の市場
価値」と「同一の市場価格」とは，諸商品の価値どおりの，相互の交換・販売
という前提のもとでは，以上のようになる，と考えられる。しかし， 「相異な
る諸部面における諸資本の競争が，初めて，相異なる諸部面の諸利潤率を均等
化する生産価格を成立させる。このためには，……資本主義的生産様式のより
高い発展が必要である。」9)。
そこで，マルクスは言う，「いろいろな生産部面の諸商品が互いに価値どお
りに売られるという仮定が意味していることには，言うまでもなく，ただ，諸
商品の価値が重心となって，諸商品の諸価格はこの重心をめぐって運動し，諸
価格の不断の騰落はこの重心に平均化されるということだけである。」 10)と。
この後半のくだりは次のことを意味する。諸商品の平均価値（＝社会的価値）
は，諸商品の「価値」または貨幣で表現されたその「価格」が，それをめぐっ
て運動し，他の事情が不変であるかぎり，諸商品の生産に必要な労働時間の増
減によるそれらの「価値」または「価格」の不断の上・下がそこに平均化され
る重心である，ということである。そしてこのことが，相異なる諸生産部面の
諸商品が，それらの価値どおりに売られるという仮定の意味することである。. . . . 
そして，マルクスは，引き続いて，「そのばあいさらに，．市場価値―これ
については後に述べる一ーが，相異なる諸生産者によって生産される，個々の
商品の個別的価値から，つねに区別されるべきであろう。これらの商品中の若
干のものの個別的価値は，市場価値以下であり（すなわち，その生産には，市
場価値が表現するよりも，少ない労働時間を必要とする），他のもののそれは，
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市場価値以上であるであろう。」 11)と。その論旨は明快だ。ここでも，諸商品
の価値どおりの交換・販売ということが前提とされているのだが，市場にある
問題の全商品量の，ー単位当りの「平均価格」＝「市場価値」は，諸条件のもと
で生産されている同種商品の各個の個別的価値とは区別されなければいけな
い，と言うのは，その市場価値が表現する労働時間は，その個々の商品の生産
のために必要とした労働時間とは異なっているからである。
このようにマルクスは説明しておいてから次のように言う。すなわち，「市場
価値は，一面では，一部面で生産される諸商品の平均価値と見られるべきであ
. . . . . . . . . . 
り，他面では，その部面の平均的諸条件のもとで生産され，その部面の生産物
の大量をなす諸商品の個別的価値，と見られるべきであろう。」 12) (傍点は引. . . . . . . . . . 
用者）。市場価値が， 「平均価値」に等しく， 「平均的諸条件のもとで生産さ
れて，その部面の生産物の大量をなす諸商品の個別的価値」と一致する場合に
は，諸商品の交換・販売が価値どおりに行なわれているわけである。両者がほ． 
ぽ一致する場合には諸商品の交換・販売が，ほぼ，価値どおりに行なわれてい
るわけである。この市場価値に関するマルクスの説明は，先に掲げた表では，
表〔I〕の場合へ適用されるべきであって，表〔I〕と〔1I〕との場合へはそ
のまま適用してはいけない。その理由としては，その後半のくだりでの，「平
均的諸条件」ということに留意すれば良い。
次に，マルクスは，需給の不均衡の場合における市場価値の抽象的な規定に
関して，次のように説明する。
「最悪の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産される諸商品が市場価値．．． 
を規制するということは，異常な組合せのもとにおいてのみ，行なわれること．． 
であって，その市場価値もやはり諸市場価格の変動の中心をなす一ーと言って
も，諸市場価格は同種商品にとっては同じである。平均価値での，すなわち，両
極のあいだにある商品量の中位価値での，諸商品の供給が，普通の需要を充た
すばあいには，市場価値以下の個別的価値をもつ諸商品は，特別剰余価値，また
は超過利潤を実現するが，他方，市場価値以上の個別的価値をもつ諸商品は，そ
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のうちに含まれている剰余価値の一部分を実現しえない。」13) (傍点は引用者）．
ここに，「異常な組合せ」というのはなにか。結論的に言えば， それは，需
要と供給との不均衡のことを意味している，と考える。このことを論証するた
めに，マルクスの市場価値規定を要約すれば次のようになるであろう。‘
(i)表〔I〕の場合には両極の中間にある大量の商品の中位的価値でのまたは市場にあ
る問題の全商品量の平均価値での，商品の供給が「普通の需要」をみたすばあいには，中
位（平均）的諸条件のもとで生産されるこれら大量の商品の個別的価値が規定する。
(i) 表〔I〕の場合には市場にある問題の全商品量にたいする需要が「普通の需要」を
越える場合か，「普通の供給量」が社会的に必要な供給よりも少ない場合には，劣位（最
悪）の諸条件のもとで生産されるこれら大量の商品の個別的価値が，市場価値を規制する。
(ii)生産される商品の量が，同種の商品量の中位的価値で販路が見出される程度以上
に大きければ，最良の諸条件のもとで生産される諸商品の個別的価値が市場価値を規制す
る。
以上の市場価値規定に関する (i)は表〔I〕の場合で， (i)は表〔I〕の場合で， (ii)
は表〔m〕の場合であることは，言までもない。
先ず，説明の便宜上，表〔I〕 の場合から出発しよう。 というのは，「一定
の財貨を生産するために費やされる社会的労働の範囲が，充たされるべき社会
的欲望の範囲に照応するならば，したがって，生産される商品分量が，・不変的
需要のもとでの再生産の普通の基準〔dergewohnliche M述stabー 一引用
者〕に照応するならば，商品は市場価値〔＝平均価格ー一引用者〕どおりに販
売される。価値どおりでの諸商品の交換または販売は，合理的なものであり，
諸商品の均衡の自然法則である。これから出発して偏箭を説明すべきであっ
て，その逆に，偏箭から出発して法則そのものを説明すべきではない。」（この
箇所は前出し）からである。
マルクスの言う需要と供給とはこうである。供給とは，市場にある問題の全
商品量の生産のために必要な社会的労働（＝社会的必要労働時間）の範囲のこと
なのである。需要とは，この全商品量によって充足されるべき社会的欲望の範
囲――これは，商品が交換・販売されたさいの市場価値で表現される労働時間
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と考えておけば良い一のことなのである。商品量が不変な需要のもとでの再
生産の普通の基準での商品の供給量とは「普通の供給量」のことなのである。
たとえば，これは，表〔I〕の場合には， 11500④で，ー単当につき 115で，表
〔I〕の場合には， 11845で，ー単位につき 118%0で，表〔Il〕の場合には
11155 で，ー単位につき 1111½o である。「普通の需要」は，この「普通の供給
量」に均衡する需要のことなのである。したがって，「普通の供給量」と「普
通の需要」とが均衡しているときには，商品は価値どおりに相互に交換され，
販売されうるということになる。
さて，「異常な組合せ」が需要と供給との不均衡という考えが，正しいかどう
か，を確めるために，マルクスの説明を聞こう。
表〔I〕の場合において，「最悪の諸条件のもとで生産される諸商品が売れ
ることは，需要＊を充たすために，その諸商品が必要であることを証明する，
と言ってみても何の役にも立たない。想定されたばあいにおいて，価格が中位
の市場価値〔=115⑥――引用者〕よりも高いとすれば， 需要がより小さく＊＊な
るであろう。」14) 「これに反して，需要が大きくて」，表〔I〕の場合のように
需要が 12075で，「最悪の諸条件のもとで生産される諸商品の価値によって
価格が規制されても需要が収縮しないほどであれば，これらの商品が市場価値
を規定する。このことが可能なのは，需要が普通の需要を越えるか，または供
給が普通の供給以下に減少するかするぱあいのみである」15)。このことは，供
給の絶対的大いさは不変，たとえば表〔I〕の場合において，「普通の供給量」
11845が不変であるにかかわらず，「その相対的大いさが，すなわち欲望と比較
された，または欲望で測られた，その大いさが変化したのである」 16)。つま
り，その欲望の範囲が 11845より 12075へ変化したのである。または，「再生
産が，与えられた市場価値を調節した規模」で，つまり 12075であったのに，
今までは，「異なる規模で」，つまり 11845で，「行なわれ」て，「過小生産が現
われた」のである17)0
このような場合(D>S)には，最悪の諸条件のもとで生産される諸商品の個
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別的価値が市場価値を規制するわけである。表〔1I[〕の場合には， 「最後に，
生産される諸商品の分量が，中位の市場価値で販路を見出す程度以上に大きけ
れば，最良の諸条件のもとで生産される諸商品が，市場価値を規制する。」18)。
換言すれば，表〔I〕の場合においても，普通の供給量 11500よりも需要が
小さければ，最良の諸条件のもとで生産される諸商品が市場価値を規制すると
いうのである。
表〔1I[〕の場合において説明すれば，再生産が，与えられ市場価値を調節し
た規模，すなわち 10925とは，異なる規模 11155で行なわれたばあいである
が，この場合需要が 10925で不変ならば，「相対的な過剰生産」が現われたの
である。または，「普通の供給量」 11155で不変であったにもかかわらず，その
相対的大いさが，すなわち欲望と比較された，また欲望で測られた，その大い
さ，つまり需要が，「普通の需要」 11155以下に下がって 10925になったのであ
る。
このように，需要と供給とが不均衡な場合には，つまり「異常な組合せ」の
もとにおいて，最悪の諸条件，または最良の諸条件のもとで生産される諸商品
が市場価値を規制するのである。このような場合には，諸商品は，相互に価値
（社会的）どおりに交換され販売されていないことは，言うまでもなかろう。
需要と供給とは，市場価値からの市場価格の偏俺を引き起すのである。たと
えば，表〔Il〕と表〔1I[〕との場合のように。マルクスは言う，「需要と供給
との不均等と，それから結果する諸市場価値からの諸市場価格の偏侍を見極め
ること以上に，容易なことはない。」 19)と。しかし，需要と供給とが一致すれ
ば， 「需給の作用」を止め，「市場価値には作用せず」，その需給は「資本主義
的生産の現実の内的諸法則」を，説明することはできない20)。
需要と供給とが「市場価値」に作用するのは，需要と供給とが不均衡な場合
だけである。このことを読み違えてはいけない。というのは，「需要供給関係
は，一方ではただ諸市場価値からの諸市場価格の偏俯を説明するだけであり，
また他方ではただこの偏俺の解消への，すなわち需要供給関係の作用の解消ヘ
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の，傾向を説明するだけである。」「需要と供給とは，それらの不一致によって
引き起される作用の解消を非常にさまざまな形で実現することができる。j21) 
からである。
こうして，「異常な組合せ」とは，需給の不均衡のことだと理解できよう。
したがって，需要と供給との不均衡のもとでは最悪の諸条件や最良の諸条件の
もとで生産される諸商品が「市場価値」を規制する。こうして規制された市場
価値自身も諸市場価格の変動の中心をなす。というのは，市場価値は，一方で
は商品の社会的価値の貨幣での評価（買い手）にもかかわるものであり，他方
では，市場価値の貨幣で表現されたものが市場価格であるので，商品の個別的
価値（売り手）にもかかわるものであるからである。
もちろん，表〔IJと表〔1I〕との場合のように，需要と供給の不均衡のも
とで，最良または最悪の諸条件のもとで生産される諸商品で市場価値が規制さ
れた場合には，その商品の「平均価値」＝「平均的市場価格」から，「市場価値」
＝「市場価格」は，偏俯しているのである。
需要と供給との不均衡の場合には，商品の「平均価値」＝「平均的市場価格」
から，その商品の市場価値は，偏俺する。したがって，商品の平均的価値は，
個別的市場価値に等しくない。各個の個別的価値＝価格は，この市場価値＝
市場価格をめぐって上・下するわけである。もちろん，諸商品の価値法則は，
諸商品の市場価格の運動を支配することは言うまでもない。
このように理解すれば，いわゆる「不明瞭な箇所」ー一〔IJの箇所には誤記
はない。もちろん，〔I〕と〔1I〕と〔IV〕の箇所にも誤記はありえない。
以上が，マルクスの「市場価値」論に関する基本的な解釈である。 （未完）
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